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【大学教育推進会議】e-Learning 推進部会 

 

e-Learning 科目＿学校DX戦略コーディネータ特論（Ⅱ）  

 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1講 
学校DX（ デジタル

トランスフォーメ

ーション）の基本

概念 

① 学校DX（ デジタルトランスフ

ォーメーション）について説明

できる。 

② 学校 DX は教育のデジタル化

を促進するために必要なシステ

ムについて説明できる。 

学校DXは、デジタル技術を利用して教育と学校の運営を改革し、効率的で効果的

な学習環境を提供する取り組みである。これにより、教育のデジタル化が進み、生徒

がオンラインで個別化された学習を行うことが可能になる。また、教育のアクセシビ

リティが向上し、地理的な制約や身体的な障壁を克服して高品質な教育を受けられ

るようになる。さらに、教育の効率性と透明性が向上し、教育プロセスや成果を効果

的に追跡（ 評価できる。これにより、生徒や教師の学習や教育のニーズに合わせたサ

ポートが可能になる。また、新しい学習方法や教育ツールが生まれ、教育の質と多様

性が向上する。最後に、学校DXは教育の持続可能性を考慮し、環境負荷の削減や国

際的な教育の促進を通じて、持続可能な未来を築くための基盤を整えることができ

る。 

 

【内容】 

学校DX（ デジタルトランスフォーメーション）は、デジタル技術を活用して学校

の教育や運営を変革し、より効率的で効果的な学習環境を提供するための取り組み

である。これは、従来の教育システムに革命をもたらし、生徒や教職員が 21 世紀の

スキルを獲得し、成功するための準備をするのに役立ちます。学校DXの概要を理解

するためには、いくつかの重要な要素を考えることが必要である。 

まず、学校DXは教育のデジタル化を促進する。これは、教育プロセスや学習資源

をオンライン化し、生徒がインタラクティブで個別化された学習体験を提供できる

ようにすることを意味する。例えば、オンライン教材や学習管理システム（ LMS）を

活用することで、生徒は自分のペースで学習し、興味や能力に応じてカリキュラムを

カスタマイズできる。 

次に、学校DXは教育のアクセシビリティを向上させる。デジタル技術を活用する

ことで、地理的な制約や身体的な障壁を乗り越え、あらゆる生徒が高品質な教育にア

クセスできるようになる。リモート学習やオンラインクラスの提供、デジタル教材の

配布などが、これを実現する手段となる。 

また、学校DXは教育の効率性と透明性を向上させることができる。デジタル技術

を活用することで、教育プロセスや学習成果を効果的に追跡し、評価することが可能

① 学校 DX が目指す主な取り組

みとは何ですか？また、それ

が生徒や教職員にどのような

利益をもたらすと考えられま

すか？ 

② 学校 DX における教育のアク

セシビリティ向上について説

明してください。具体的な手

段とその効果を挙げてくださ

い。 

③ 学校 DX が教育の効率性と透

明性をどのように向上させる

か説明してください。デジタ

ル技術の活用がどのように教

師や教育行政者の役割を変え

る可能性がありますか？ 
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になる。教師は生徒の進捗状況をリアルタイムで把握し、必要に応じて個別のサポー

トやフィードバックを提供できる。また、教育行政者は教育プログラムの効果を評価

し、政策決定に役立てることができる。 

さらに、学校DXは教育の革新を促進することができる。デジタル技術の導入によ

り、新しい学習方法や教育ツールが生まれ、教育の質と多様性が向上する。例えば、

バーチャルリアリティや人工知能を活用した学習プラットフォームが導入されるこ

とで、より没入型で効果的な学習体験が提供される可能性がある。 

最後に、学校DXは教育の持続可能性を考慮することも重要である。デジタル化に

より、紙の使用量や交通量などの環境負荷が削減され、より持続可能な学校運営が実

現される。また、オンラインリソースの共有や協力により、教育の国際化が促進さ

れ、世界中の生徒が異なる文化や知識を共有し合う機会が増える。 

総括すると、学校DXは教育の革新と進化をもたらす重要な取り組みです。デジタ

ル技術の活用により、より効率的で効果的な学習環境が構築され、生徒の学習体験と

成果が向上する。そして、これによって、21 世紀の社会や産業に適応し、持続可能

な未来を築くための準備が整えられる。 

 

・学校DXの基本概念と重要性 

・DXが教育分野にもたらす可能性 

 

第 2講 
教育テクノロジー

のトレンドと展望 

① 教育テクノロジーのトレンド

と展望について説明できる。 

② ラウドテクノロジーやモバイ

ルテクノロジーなどの教育テク

ノロジーを、教育現場でどのよ

うに活用できるかを考え、具体

的な適用方法を説明できる。 

③ データ駆動型教育やAIの活用

など、教育テクノロジーを活用

して教育環境を改善するための

戦略や施策を立案できる。 

教育テクノロジーの現在の動向と将来の展望は多岐にわたる。オンライン学習が

COVID-19 の影響で急速に普及し、柔軟性と利便性が求められている。AI や機械学

習の利用は教育の個別化をもたらし、VRや ARが没入型の学習体験を可能にする。

デジタルリテラシーやデータ駆動型教育の重要性が認識されつつあり、クラウドテ

クノロジーやモバイルテクノロジーの普及も加速している。これらのトレンドが教

育環境の改善や効率化につながり、学習者にとってより良い体験を提供することが

期待されている。 

 

【内容】 

教育テクノロジーのトレンドと展望について、現在の動向と将来の展望について

次の 7点について解説する。 

1.オンライン学習の普及と進化 

オンライン学習は、特にCOVID-19パンデミックの影響を受けて急速に普及した。

これにより、多くの学生や教育機関がオンライン授業やデジタル学習プラットフォ

ームを活用するようになった。今後も、オンライン学習の利便性と柔軟性が求めら

れ、より多くの学習者がリモートで学ぶことが予想される。 

2.AI と機械学習の活用 

人工知能（ AI）と機械学習技術は、教育の個別化やカスタマイズに革命をもたらし

ている。これらの技術は、学習者のニーズや進捗に合わせて教材を提供し、個々の学

習体験を最適化することができる。将来的には、AI による教育支援のさらなる進化

① 教育テクノロジーのトレンド

として挙げられるものは何で

すか？また、それらの展望に

はどのような要素が含まれま

すか？ 

② 教育における AI や機械学習

の活用はどのような利点をも

たらすと考えられますか？具

体的な例を挙げて説明してく

ださい。 

③ デジタルリテラシー教育の重

要性について述べてくださ

い。将来的にデジタルリテラ

シーがますます重要になる理

由について説明してくださ

い。 
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が期待される。 

3.バーチャルリアリティ（VR）と拡張現実（AR）の活用 

VRや ARは、没入型の学習体験を提供するための強力なツールとして注目されて

いる。これらの技術を活用することで、生徒は現実世界の環境をシミュレートし、実

践的なスキルを獲得することができる。将来的には、VRや ARがさらに普及し、よ

り豊かな学習体験が可能になる。 

4.デジタルリテラシー教育の重要性 

デジタルリテラシーは、21 世紀の生活に不可欠なスキルである。今後、デジタル

リテラシー教育がますます重要になり、生徒が情報を適切に評価し、デジタルツール

を効果的に活用できるようにサポートされる。 

5.データ駆動型教育の台頭 

教育データの収集と分析がますます重要になっている。データ駆動型教育は、生徒

の進捗状況や学習ニーズを把握し、教育プロセスを最適化するための手段である。将

来的には、より高度なデータ分析技術が導入され、教育の効果をさらに向上させるこ

とが可能になる。 

6.クラウドテクノロジーの普及 

クラウドテクノロジーは、教育機関がデータやアプリケーションを効率的に管理

し、リモートでの学習や運営を可能にする重要なツールである。今後、クラウドベー

スの教育サービスやプラットフォームの普及が進み、学校や大学の IT インフラの大

幅な改善が期待される。 

7.モバイルテクノロジーの活用 

モバイルテクノロジーは、教育のアクセシビリティを向上させるための重要な手

段である。スマートフォンやタブレットを活用することで、学習者はいつでもどこで

も学習できるようになる。将来的には、モバイルアプリケーションやモバイルフレン

ドリーなコンテンツがさらに増加し、学習者により柔軟で個別化された学習体験を

提供できる。 

これらのトレンドと展望を踏まえると、教育テクノロジーは今後も急速に進化し、

学習者や教育機関にとってより豊かな学習体験と効果的な教育環境を提供すること

が期待される。 

 

・最新の教育テクノロジーの動向 

・学校DXにおけるテクノロジーの活用方法 

 

第３講 
デジタル教育プラ

ットフォームの導

入 

① デジタル教育プラットフォー

ムを選定し、適切に導入するプロ

セスを説明できる。 

② 学習管理システム（ LMS）を使

用して、コースの作成や管理、教材

の配信、生徒の進捗状況の追跡が

デジタル教育プラットフォームは、オンラインの基盤として、教育機関や教育者が

学習体験の提供や教育プロセスの管理を行うための重要なツールである。主な機能

として、学習管理システム（ LMS）を中核とし、教材の管理と配信、コラボレーショ

ンツールの提供、データ分析と進捗追跡、アクセス管理とセキュリティ、そしてモバ

イル対応性が挙げられる。これらのプラットフォームは、学習者のニーズに合わせた

カスタマイズや個別化を可能にし、教育のアクセシビリティと品質を向上させる重

① デジタル教育プラットフォー

ムの選定において、教育機関

が最も重視すべき要素は何で

すか？それを考慮する際にど

のような基準が重要ですか？ 
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できることを説明できる。 

③ コラボレーションツールやデ

ータ分析機能を活用して、生徒と

教育者が効果的に相互作用し、学

習の進捗を評価 改善する方法に

ついて具体例を挙げて説明でき

る。 

要な役割を果たしている。 

 

【内容】 

デジタル教育プラットフォームは、教育機関や教育者がデジタル技術を活用して

学習体験を提供し、教育プロセスを管理するためのオンラインの基盤である。これら

のプラットフォームは、さまざまな機能を統合し、生徒と教育者が相互作用し、学習

コンテンツにアクセスし、学習の進捗を追跡することができるようにする。 

1.学習管理システム（LMS） 

デジタル教育プラットフォームの中核を成すのが学習管理システム LMS）であ

る。LMS は、コースの作成や管理、オンラインコンテンツの配信、生徒の進捗状況

の追跡などを行うためのツールである。教育者は LMS を使用して、コースのスケジ

ュールを設定し、課題を割り当て、生徒の成績を管理することができる。また、生徒

は LMS を使用して教材にアクセスし、課題を提出し、評価を受けることも可能であ

る。 

2.コンテンツ管理 

デジタル教育プラットフォームは、多様な学習コンテンツを管理し、配信するため

の機能を提供する。教師は、テキスト、動画、音声、インタラクティブなコンテンツ

など、さまざまな形式の教材をプラットフォームにアップロードして生徒に提供す

ることができる。また、コンテンツはカテゴリー分けされ、検索可能なライブラリに

保存されるため、生徒が必要な情報に簡単にアクセスできる。 

3.コラボレーションツール 

デジタル教育プラットフォームには、生徒や教育者がコラボレーションし、相互作

用するためのツールも含まれている。これには、フォーラム、チャット、ビデオ会議、

共同文書編集ツールなどが含まれる。これらのツールを使用することで、生徒同士や

教育者と生徒との間での議論や知識の共有が促進され、協働学習が実現する。 

4.データ分析と進捗追跡 

デジタル教育プラットフォームは、生徒の学習進捗を追跡し、データを分析するた

めの機能も提供する。教育者は生徒の活動や成績をリアルタイムで確認し、学習の課

題や進捗状況を把握することができる。また、データ分析機能を使用して、教育プロ

セスやコンテンツの効果を評価し、必要に応じて改善を行うことができる。 

5.アクセス管理とセキュリティ 

デジタル教育プラットフォームは、アクセス管理とセキュリティに関する機能も

重要である。生徒や教育者のアカウントの作成と管理、権限の設定、データの保護な

どが含まれる。これにより、プライバシーとセキュリティが確保され、安全な学習環

境が提供される。 

6.モバイル対応性 

近年のデジタル教育プラットフォームは、モバイルデバイスに対応している。生徒

や教育者は、スマートフォンやタブレットを使用してプラットフォームにアクセス

し、学習に参加することができる。これにより、学習の柔軟性が向上し、いつでもど

② 学習管理システム LMS）の

利用によって教育者が実行で

きる具体的な機能は何です

か？また、それらの機能が教

育プロセスにどのような影響

を与えるか説明してくださ

い。 

 

③ デジタル教育プラットフォー

ムにおけるコラボレーション

ツールの重要性は何ですか？

教育者や生徒がこれらのツー

ルを活用することで得られる

利点について述べてくださ

い。 
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こでも学習が可能になる。 

デジタル教育プラットフォームは、教育のデジタル化と遠隔学習の普及を支援し、

生徒と教育者がより効果的に学習し、教育プロセスを管理することができます。これ

らのプラットフォームは、学習者のニーズに合わせたカスタマイズや個別化を実現

し、教育のアクセシビリティと品質を向上させる重要な役割を果たしている。 

 

・学習管理システム（LMS）の選定と導入 

・教材配信プラットフォームの活用方法 

 

第４講 
教育データの活用

と分析 

① 教育データの収集方法と分析

手法を説明できる。 

② 教育データを活用して教育の

質を向上させる方法を具体例を

挙げて説明できる。 

③ 個人情報保護やデータセキュ

リティの重要性を認識し、適切

な管理方法を説明できる。 

教育データの活用と分析は、教育分野における重要な取り組みである。教育データ

は、生徒や教育者の学習や教育プロセスに関する情報を示し、適切に収集、分析、活

用されることで、教育の質の向上や個々の生徒の成果の最大化が可能となる。教育デ

ータの収集は、生徒の試験結果や成績、出席状況、学習活動の記録、教育プログラム

の評価など、さまざまな情報源から行われる。 

また、データの分析では、統計的手法や機械学習アルゴリズムを用いて、データか

ら傾向やパターンを発見し、洞察を得ることができる。教育データの活用は、教育の

改善や最適化、学習の個別化、予測分析や政策立案などに役立つ。しかし、個人情報

保護やデータセキュリティの問題も重要であり、教育機関や企業は適切な管理とセ

キュリティ対策を実施する必要がある。 

 

【内容】 

教育データの活用と分析は、教育分野における重要な取り組みの一つである。教育

データは、生徒や教育者の学習や教育プロセスに関する情報を示すものであり、適切

に収集、分析、活用されることで、教育の質の向上や個々の生徒の成果の最大化が可

能となる。 

1.教育データの収集 

教育データは、さまざまな情報源から収集される。これには、生徒の試験結果や成

績、出席状況、学習活動の記録、教育プログラムの評価などが含まれる。また、教育

テクノロジーを活用することで、オンライン学習プラットフォームや学習管理シス

テムからも多くのデータを収集することができる。 

2.データの分析 

収集された教育データは、さまざまな手法を用いて分析される。統計的手法や機械

学習アルゴリズムを使用して、データから傾向やパターンを発見し、洞察を得ること

ができる。また、データダッシュボードやデータビジュアライゼーションツールを使

用することで、データを視覚的に表現し、理解しやすくすることができる。 

3.教育の改善と最適化 

教育データの分析結果は、教育の改善や最適化に活用される。教師は、生徒の学習

ニーズや弱点を特定し、個別に対応するための教育プログラムや支援策を開発する

ことができる。また、教育プロセスやカリキュラムの効果を評価し、必要に応じて調

① 教育データの収集について、

どのような情報源が利用され

ることがありますか？また、

それらの情報はなぜ重要です

か？ 

② 教育データの分析にはどのよ

うな手法が使用されますか？

それらの手法の違いは何です

か？具体的な例を挙げて説明

してください。 

③ 教育データの活用によってど

のような効果が期待されます

か？生徒や教育者にどのよう

な利益がもたらされると考え

られますか？ 
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整を行うことができる。 

4.学習の個別化 

教育データの分析を活用することで、学習の個別化が実現されます。生徒の学習ス

タイルや進捗状況に合わせて、カスタマイズされた学習体験を提供することが可能

となる。これにより、生徒は自身のペースで学習し、自己成長を促進することができ

る。 

5.予測分析とインターベンション 

教育データの分析は、将来のトレンドや生徒の動向を予測するためにも使用され

る。予測分析を活用することで、早期に生徒のリスクやニーズを特定し、適切なイン

ターベンションや支援を提供することが可能となる。これにより、生徒の学習成果や

学校全体のパフォーマンス向上が可能になる。 

6.教育政策の策定 

教育データの分析は、教育政策の策定や意思決定の基盤としても活用される。政府

や教育機関は、教育データから得られる情報を活用して、教育制度やプログラムの改

革を行ったり、教育資源の配分を最適化したりすることができる。 

7.個人情報保護とセキュリティ 

教育データの活用には、個人情報保護やデータセキュリティの問題も重要である。

教育機関や教育テクノロジー企業は、生徒や教師の個人情報を適切に管理し、セキュ

リティ対策を実施することで、データのプライバシーと安全性を保護する必要があ

る。 

教育データの活用と分析は、教育の質の向上や学習者の成功を促進するための強

力なツールである。適切に活用されることで、教育の個別化や最適化、予測分析や政

策立案など、さまざまな目的に役立つことができる。 

 

・教育データの収集方法と分析手法 

・データに基づいた教育改善の戦略 

 

第５講 
デジタルリテラシ

ーと教育 

① 学習者が、デジタルテクノロ

ジーの急速な発展により、デジ

タルリテラシーがなぜ重要かを

理解し、具体的な例を挙げて説

明できる。 

② 学習者が、教育機関がデジタ

ルリテラシーを教育する際に考

慮すべき要素やその実践方法を

理解し、デジタルリテラシーが

教育においてどのような役割を

果たすかを説明できる。 

③ 学習者が、デジタルリテラシ

デジタルリテラシーは、現代社会で不可欠なスキルであり、デジタルテクノロジー

を理解し、安全かつ効果的に活用する能力を指す。情報の評価やデジタルツールの操

作、適切なコミュニケーション能力を包括する。デジタルリテラシーは、個人の日常

生活や仕事、さらには教育においても重要な役割を果たす。 

デジタルリテラシーの重要性:デジタルリテラシーは 21 世紀の生活でますます重要

性を増している。デジタルテクノロジーの急速な発展により、情報やコミュニケーシ

ョンがデジタル化され、デジタルリテラシーが必要な場面が増えている。 

教育におけるデジタルリテラシーの役割:教育機関は、生徒にデジタルリテラシーを

教育し、デジタルツールやテクノロジーを効果的に活用するスキルを提供する責任

がある。これにより、生徒は情報の洞察力を高め、デジタル技術を使って問題を解決

し、コミュニケーションを円滑に行う能力を身につけることができる。 

デジタルリテラシーの要素:デジタルリテラシーは、情報リテラシーやメディアリテ

① デジタルリテラシーが現代社

会でなぜ重要なのか、具体的

な例を挙げて説明してくださ

い。 

② 教育機関がデジタルリテラシ

ーを教育する際に考慮すべき

要素は何ですか？それらの要

素を実践するための方法はあ

りますか？ 

③ デジタルリテラシーの要素の

うち、自身がもっとも重要だ

と考えるものは何ですか？そ
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ーの要素を理解し、自身がそれ

らの要素のうちどれが重要だと

考えるかを述べ、その理由を説

明できる。 

ラシー、テクノロジーリテラシー、デジタルコミュニケーション、デジタルセキュリ

ティなどの要素から構成されている。これらの要素を理解し、実践することが重要で

ある。 

 

【内容】 

デジタルリテラシーは、現代社会において不可欠なスキルであり、デジタルテクノ

ロジーを理解し、安全かつ効果的に活用する能力を指す。デジタルリテラシーは、情

報を評価し、デジタルツールを操作し、適切にコミュニケーションを行う能力を包括

している。これは、個人の日常生活や仕事、さらには教育においても重要な役割を果

たす。 

1.デジタルリテラシーの重要性 

デジタルリテラシーは、21 世紀の生活においてますます重要性を増している。デ

ジタルテクノロジーの急速な発展により、情報やコミュニケーションがデジタル化

され、デジタルリテラシーが求められる場面が増えている。例えば、インターネット

を使って情報を検索し、ソーシャルメディアを通じて他者と交流し、オンラインサー

ビスを利用するなど、さまざまな日常的な活動にデジタルリテラシーが必要である。 

2.教育におけるデジタルリテラシーの役割 

教育においても、デジタルリテラシーは重要な役割を果たす。生徒がデジタルリテ

ラシーを身につけることは、将来の成功に不可欠である。教育機関は、生徒にデジタ

ルリテラシーを教育し、デジタルツールやテクノロジーを効果的に活用するスキル

を提供する責任がある。これにより、生徒は情報の洞察力を高め、デジタル技術を使

って問題を解決し、コミュニケーションを円滑に行う能力を身につけることができ

る。 

3.デジタルリテラシーの要素 

デジタルリテラシーは、さまざまな要素から構成されている。これらの要素には、

以下のようなものが含まれる。 

情報リテラシー:インターネットやデータベースを使用して情報を検索し、評価し、

適切に活用する能力。 

メディアリテラシー:テレビ、ラジオ、新聞、ソーシャルメディアなど、さまざまな

メディアを理解し、情報を適切に評価する能力。 

テクノロジーリテラシー:コンピューターやモバイルデバイスを操作し、ソフトウェ

アやアプリケーションを使用する能力。 

デジタルコミュニケーション:メール、チャット、ソーシャルメディアなどのデジタ

ルツールを使用して効果的にコミュニケーションを行う能力。 

デジタルセキュリティ:オンラインプライバシーの保護やセキュリティの確保に関

する知識と技能。 

4.デジタルリテラシーの教育方法 

デジタルリテラシーは、教育プログラムやカリキュラムを通じて教えることがで

きる。教育機関は、生徒にデジタルリテラシーを教育するための様々な方法を採用し

の理由を説明してください。 
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ている。これには、以下のような取り組みが含まれる。 

デジタルリテラシーの組み込み:デジタルリテラシーを学校のカリキュラムに組み

込み、生徒がさまざまな科目や活動を通じてデジタルスキルを習得できるようにす

る。 

デジタルリテラシーのトレーニング:教師や教育者に対してデジタルリテラシーの

トレーニングを提供し、デジタル技術を活用した教育活動を実施できるようにする。 

デジタルリテラシーの普及キャンペーン:学校や地域コミュニティでデジタルリテ

ラシーの普及キャンペーンを実施し、生徒や保護者にデジタルスキルの重要性を啓

発する。 

5.デジタルリテラシーの将来展望 

デジタルリテラシーは、技術の進化と社会の変化に応じて常に発展している。将来

の展望では、以下のようなトレンドが予測される。 

AI と機械学習の影響:AI や機械学習技術の普及により、デジタルリテラシーには新

たな側面が加わる可能性がある。児童生徒は、これらの技術を理解し、適切に活用す

るためのスキルを習得する必要がある。 

デジタルセキュリティの重要性の増加:オンラインプライバシーの問題やサイバー

セキュリティの脅威が増加する中、デジタルセキュリティに関する知識と技能がま

すます重要になる。 

デジタルリテラシーは、現代社会における生活や仕事の中心的な要素として不可

欠なスキルである。教育機関は、生徒にデジタルリテラシーを教育し、デジタルスキ

ルの習得をサポートすることで、彼らの将来の成功に貢献することができる。 

 

・生徒や教職員のデジタルリテラシー向上のための取り組み 

・デジタルリテラシー教育の実践方法 

 

第６講 
教育のカスタマイ

ズと個別化 

① 教育のカスタマイズと個別化

の重要性を説明できる。 

② カスタマイズされた学習コン

テンツや教授法の利点を説明でき

る。 

③ テクノロジーを活用して教育

のカスタマイズと個別化を実現す

る方法を具体的に説明できる。 

教育のカスタマイズと個別化は、生徒のニーズや能力に合わせた教育プロセスを

構築する取り組みであり、近年重視されている。カスタマイズされた学習コンテンツ

や個別化された教授法、テクノロジーの活用、個別化された学習アセスメント、フリ

ーカレンダーカリキュラムなどの手法が用いられ、教育のカスタマイズと個別化を

実現している。これにより、生徒の自律性や自己管理能力が向上し、教育効果が高ま

る。また、教師の役割も変化し、ガイドやコーチとしての役割が重視されている。さ

らに、社会的（ 情緒的な学習や継続的な評価とフィードバックの重要性も強調されて

いる。教育のカスタマイズと個別化は、生徒一人ひとりの個性を尊重し、より有意義

な学びを促進することを目指している。 

 

【内容】 

教育のカスタマイズと個別化は、生徒一人ひとりのニーズや能力に合わせて教育

プロセスを調整し、最適な学習環境を提供する取り組みである。従来の教育では、一

律のカリキュラムや教授法が用いられることが一般的であったが、近年では個々の

① 教育のカスタマイズと個別化

がなぜ重要なのか説明してくださ

い。その取り組みが生徒にどのよ

うな利益をもたらすか述べてくだ

さい。 

② カスタマイズされた学習コン

テンツや個別化された教授法が、

従来の教育方法とどのように異な

るか説明してください。それらが

生徒の学習にどのように寄与する

か述べてください。 

③ テクノロジーを活用して教育

のカスタマイズと個別化を実現す

るための具体的な方法について、
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生徒の特性や学習スタイルを考慮したカスタマイズされたアプローチが重視される

ようになっている。 

1.カスタマイズされた学習コンテンツ 

カスタマイズされた教育では、生徒の興味や能力に合わせて学習コンテンツが選

択される。これにより、生徒が自身の関心や学習ペースに合わせて学習を進めること

ができる。例えば、特定の科目やトピックに関心を持つ生徒には、その分野に特化し

た学習資料や課題が提供される。 

2.インディビデュアライズドラーニング 

個別化された教育では、生徒の学習スタイルやニーズに合わせて教授法や評価方

法が調整される。生徒が最も効果的に学ぶ方法は人それぞれ異なるので、インディビ

デュアライズドラーニングを用いることで、生徒が自身の学習スタイルに適した方

法で学習を行うことができる。 

3.テクノロジーの活用 

テクノロジーを活用することで、教育のカスタマイズと個別化を効果的に実現す

ることができる。オンライン学習プラットフォームや学習管理システムを使用する

ことで、生徒の進捗状況や興味関心を追跡し、個別に対応した学習コンテンツや課題

を提供することが可能である。 

4.学習アセスメントのカスタマイズ 

カスタマイズされた教育では、生徒の能力や進捗状況を正確に把握するためのア

セスメントも個別化される。標準化されたテストや評価方法だけでなく、プロジェク

トベースの評価やポートフォリオ評価など、生徒の個々の能力や成果をより網羅的

に評価する手法が用いられる。 

5.フリーカレンダーカリキュラム 

フリーカレンダーカリキュラムは、生徒が自身の学習スケジュールや興味に合わ

せてカリキュラムを選択することができる取り組みである。生徒が自らの学習目標

に向かって進むための自律性や自己管理能力を養うことができる。 

6.教師の役割の変化 

教育のカスタマイズと個別化において、教師の役割も変化している。教師は従来の

講師から、ガイドやコーチの役割に移行し、生徒の個々のニーズに合わせて教育を提

供することが求められる。これにより、生徒と教師との関係がより対話的で協働的な

ものになる。 

7.社会的・情緒的学習の重視 

教育のカスタマイズと個別化では、単に学術的な成果だけでなく、生徒の社会的（ 

情緒的な発達も重視される。生徒の自己理解や自己肯定感、他者との関係構築など、

社会的なスキルの育成も教育の目標となる。 

8.継続的な評価とフィードバック 

教育のカスタマイズと個別化では、生徒の進捗状況やニーズを定期的に評価し、フ

ィードバックを提供することが重要である。生徒は自身の成長を把握し、必要に応じ

て学習計画を調整することができる。 

例を挙げて説明してください。そ

の方法がどのようにして生徒の学

習をサポートするか述べてくださ

い。 
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教育のカスタマイズと個別化は、生徒一人ひとりの個性やニーズを尊重し、最適な

学習環境を提供することを目指す重要な取り組みである。これにより、生徒の学習成

果や意欲が向上し、より有意義な学びが実現する。 

 

・デジタル技術を活用した個別学習の実践方法 

・学習者のニーズに合わせた教育プログラムの構築 

 

第７講 
デジタルコンテン

ツの制作と活用 

① デジタルコンテンツの制作プ

ロセスを説明できる。 

② デジタルコンテンツの種類や

それぞれの特徴を表にして説明

できる。 

③ デジタルコンテンツが教育、

マーケティング、エンターテイ

メントなどの分野でどのように

活用されているか具体例を挙げ

て説明できる。 

デジタルコンテンツの制作と活用は、教育や情報発信において重要な役割を果た

している。デジタルコンテンツは、テキスト、画像、音声、動画などの形式で情報を

表現し、オンラインやデジタルメディアを通じて幅広い視聴者に届けられる。 

デジタルコンテンツを制作する際には、まずコンテンツプランニングが重要であ

る。その後、テキスト、画像、音声、動画などの要素を組み合わせてコンテンツを制

作し、編集や配信準備を行う。 

デジタルコンテンツの種類は、テキスト、画像、音声、動画などがある。これらは、

ウェブ記事やブログ、写真、ポッドキャスト、YouTube 動画など、様々な形で利用

されている。 

デジタルコンテンツは、教育分野ではオンライン教育や学習アプリ、マーケティン

グ分野ではウェブサイトやソーシャルメディア、エンターテイメント分野では映画

や音楽、ゲームなど、多岐に渡って活用されている。 

デジタルコンテンツの特徴としては、柔軟性と拡張性、インタラクティブ性、デー

タ解析の可能性が挙げられる。これらの特徴を活かして、より効果的なコンテンツ制

作や配信が可能である。 

将来展望では、AI や機械学習技術の進化、拡張現実や仮想現実の普及、個別化さ

れたコンテンツの提供などが期待されている。 

 

【内容】 

デジタルコンテンツの制作と活用は、現代の教育の分野において重要な役割を果

たしている。デジタルコンテンツは、テキスト、画像、音声、動画などの形式で情報

を表現し、オンラインやデジタルメディアを通じて広く配信される。以下では、デジ

タルコンテンツの制作と活用について詳しく説明する。 

1.デジタルコンテンツの制作 

デジタルコンテンツの制作には、様々なスキルやツールが必要です。主な制作プロ

セスは以下の通りである。 

コンテンツプランニング:制作するコンテンツの目的やターゲットオーディエンス

を明確にし、コンテンツの概要や構成を計画する。 

コンテンツの制作:テキスト、画像、音声、動画などの要素を組み合わせてコンテン

ツを制作する。これには、コンテンツの編集やデザイン、撮影、編集などが含まれる。 

コンテンツの編集:制作したコンテンツを編集し、より魅力的で効果的なものに仕上

げる。編集には、テキストの修正、画像や動画の加工、音声の編集などが含まれる。 

① デジタルコンテンツの制作に

おいて、どのようなプロセス

が重要とされていますか？そ

れぞれのプロセスについて簡

単に説明してください。 

② デジタルコンテンツの種類は

何がありますか？それぞれの

種類について例を挙げて説明

してください。 

③ デジタルコンテンツの活用

は、どのような分野で行われ

ていますか？それぞれの分野

での活用例を1つ挙げて説明

してください。 



- 11 - 

 

コンテンツの配信準備:制作したコンテンツを適切な形式に変換し、オンラインプラ

ットフォームやデジタルメディアに配信するための準備を行う。 

2.デジタルコンテンツの種類 

デジタルコンテンツには様々な種類がある。代表的なものには以下のようなものが

ある。 

テキストコンテンツ:ウェブサイトの記事、ブログポスト、電子書籍など、文字情報

を主体とするコンテンツ。 

画像コンテンツ:写真やイラスト、図表など、視覚情報を主体とするコンテンツ。 

音声コンテンツ:ポッドキャストや音声ブログなど、音声情報を主体とするコンテン

ツ。 

動画コンテンツ:YouTube や動画配信サービスにアップロードされる動画コンテン

ツ。情報の伝達やエンターテイメントなど、幅広い目的に使用される。 

3.デジタルコンテンツの活用 

デジタルコンテンツは、教育、マーケティング、エンターテイメントなどのさまざ

まな分野で活用されている。 

教育分野:教育機関や企業は、デジタルコンテンツを使用してオンライン教育コース

や学習資料を提供し、生徒や従業員の教育を支援している。また、教育アプリや eラ

ーニングプラットフォームも活用されている。 

マーケティング分野:企業は、ウェブサイトやソーシャルメディア、ブログなどを通

じてデジタルコンテンツを配信し、製品やサービスの宣伝や販促活動を行っている。

コンテンツマーケティングやインバウンドマーケティングなどが活用されている。 

エンターテイメント分野:映画、テレビ番組、音楽、ゲームなど、エンターテイメン

ト産業ではデジタルコンテンツが広く活用されている。ストリーミングサービスや

オンデマンド配信など、デジタルメディアの普及により、消費者はより多くのコンテ

ンツにアクセスできるようになった。 

4.デジタルコンテンツの特徴 

デジタルコンテンツの特徴は、以下の点にある。 

柔軟性と拡張性:デジタルコンテンツは、容易に更新や修正が可能であり、新しい情

報や要素を追加することができる。 

インタラクティブ性:インタラクティブな要素を組み込むことで、視聴者や利用者が

コンテンツと対話し、参加することができる。 

データ解析の可能性:デジタルコンテンツはオンラインで配信されるため、利用者の

行動や反応をデータとして収集し、分析することが可能である。 

5.デジタルコンテンツの将来展望 

デジタルコンテンツの将来展望では、以下のようなトレンドが予測されている。 

AI と自動化の活用:AI や機械学習技術の進化により、デジタルコンテンツの制作や

配信プロセスが自動化され、効率化されることが期待される。 

拡張現実(AR)や仮想現実(VR)の普及:AR や VR 技術の発展により、より没入型の

デジタルコンテンツが提供されるようになる。 
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個別化されたコンテンツの提供:データ解析や AI 技術を活用して、個々の利用者に

合わせたカスタマイズされたコンテンツが提供されるようになる。 

デジタルコンテンツの制作と活用は、情報の発信や共有、教育や娯楽の提供など、

多くの分野で重要な役割を果たしている。技術の進化や社会の変化に合わせて、さら

なる進化と発展が期待される。 

 

・インタラクティブな教材の制作方法 

・学習者の興味を引きつけるデジタルコンテンツの活用法 

 

第８講 
オンライン教育と

リモートワーキン

グ 

① オンライン教育とリモートワ

ーキングの特徴や利点を説明で

きる。 

② デジタルテクノロジーがオン

ライン教育とリモートワーキン

グにどのように貢献しているか

を説明できる。 

③ 将来展望を通じて、オンライ

ン教育とリモートワーキングの

進化や可能性について具体例を

挙げて説明できる。 

オンライン教育とリモートワーキングは、デジタルテクノロジーの進歩により可

能になった新しい働き方や学び方の形態である。オンライン教育は、インターネット

を通じて教育コンテンツを提供し、学習を支援する教育形態であり、柔軟性やアクセ

スの拡大、多様な学習体験、リアルタイムのフィードバックが特徴である。 

一方、リモートワーキングは、オフィスや会社の施設に固定されずに、自宅やカフ

ェなど外部の場所から仕事を行う働き方である。柔軟性と効率性、ワークライフバラ

ンスの向上、地域の制約の軽減、コラボレーションツールの活用が特徴である。これ

らの取り組みは、デジタルテクノロジーの進化により支えられており、ビデオ会議シ

ステム、クラウドストレージ、オンライン学習プラットフォームなどが活用されてい

る。将来展望では、テクノロジーの進化やセキュリティの強化により、より効果的な

教育や仕事の形態が実現されることが期待される。 

 

【内容】 

オンライン教育とリモートワーキングは、デジタルテクノロジーの発展により可

能になった新しい働き方や学び方の形態である。特に近年では、世界的なパンデミッ

クの影響により、これらの取り組みが一層注目されるようになった。 

以下では、オンライン教育とリモートワーキングについて詳しく説明する。 

1.オンライン教育 

オンライン教育は、インターネットを通じて教育コンテンツを提供し、学習を支援

する教育形態である。主な特徴や利点は以下の通りである。 

柔軟性:オンライン教育では、時間や場所の制約を受けずに学習が可能である。生徒

は自分のペースで学習を進めることができる。 

アクセスの拡大:オンライン教育は、地理的な制約や移動の負担を軽減し、より多く

の人々に教育の機会を提供が可能である。特に、リモート地域や移動が困難な生徒に

とって有益である。 

多様な学習体験:オンライン教育では、テキスト、動画、音声などさまざまな形式の

学習コンテンツが組み合わせて利用される。これにより、生徒は自分の学習スタイル

に合った方法で学ぶことができる。 

リアルタイムのフィードバック:オンライン教育プラットフォームでは、クイズやテ

スト、課題などを通じて生徒の理解度や進捗状況をリアルタイムで把握し、フィード

① オンライン教育の柔軟性とは

何ですか？その利点は何です

か？ 

② リモートワーキングにおける

セキュリティの重要性は何で

すか？セキュリティを強化す

るための具体的な取り組みは

何ですか？ 

③ デジタルテクノロジーがオン

ライン教育やリモートワーキ

ングにどのように貢献してい

ますか？その具体的な例を挙

げて説明してください。 
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バックを提供することが可能である。 

2.リモートワーキング 

リモートワーキングは、オフィスや会社の施設に固定されずに、自宅やカフェなど

外部の場所から仕事を行う働き方である。 

主な特徴や利点は以下の通り。 

柔軟性と効率性:リモートワーキングでは、自分の作業環境やスケジュールを柔軟に

調整することができる。従来の通勤時間が不要となり、作業効率が向上する場合もあ

る。 

ワークライフバランスの向上:リモートワーキングは、家庭や趣味など、仕事以外の

時間や活動に充てることができるため、ワークライフバランスの向上に寄与する。 

地域の制約の軽減:リモートワーキングでは、従来の通勤やオフィスへの出勤が不要

となるため、地理的な制約や交通事情に左右されることなく、人材を活用することが

可能。 

コラボレーションツールの活用:リモートワーキングでは、コラボレーションツール

やオンライン会議システムを活用して、チームメンバーとのコミュニケーションや

プロジェクトの進行管理を行うことが可能である。 

3.デジタルテクノロジーの役割 

オンライン教育とリモートワーキングの実現には、デジタルテクノロジーが欠か

せない。 

以下は、その役割の一部である。 

ビデオ会議システム:オンライン教育やリモートワーキングでは、ビデオ会議システ

ムが広く活用されている。ZoomやMicrosoft（Teams などのツールを使用して、リ

アルタイムでのコミュニケーションや共同作業を行う。 

クラウドストレージ:クラウドストレージサービス（ Google（Drive、Dropbox など）

を使用して、ファイルや文書を共有し、チーム間での情報共有やコラボレーションを

行う。 

オンライン学習プラットフォーム:オンライン教育では、e ラーニングプラットフォ

ームや学習管理システムを活用して、教材の提供や課題の配布、進捗管理などを行

う。 

4.将来展望 

オンライン教育とリモートワーキングは、今後さらに普及し、進化することが期待さ

れている。 

テクノロジーの進化:仮想現実（ VR）や拡張現実（ AR）などのテクノロジーが普及す

ることで、より没入型の学習やコラボレーションが可能になる。 

セキュリティの強化:リモートワーキングでは、セキュリティの強化が重要な課題と

なる。データの保護やプライバシーの確保に対する取り組みがさらに強化されるこ

とが予想される。 

オンライン教育とリモートワーキングは、現代社会における働き方や学び方の新

しい潮流を示している。デジタルテクノロジーの進化により、これらの取り組みはさ
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らに発展し、より効果的な教育や仕事の形態が実現されることが期待される。 

 

・オンライン教育のベストプラクティス 

・教職員のリモートワーキングのためのツールと戦略 

 

第９講 
デジタルセキュリ

ティとプライバシ

ー 

① デジタルセキュリティの基本

原則を理解し、暗号化、アクセス

制御、ファイアウォール、セキュ

リティポリシーなどのセキュリ

ティ手法を説明できる。 

② プライバシーの重要性を認識

し、個人情報の保護やインフォ

ームドコンセント、匿名化、デー

タセキュリティなどのプライバ

シー保護手法を説明できる。 

③ デジタルセキュリティとプラ

イバシーの関係を理解し、セキ

ュリティの確保がプライバシー

保護にどのように関連している

かを説明できる。 

デジタルセキュリティとプライバシーの重要性は、デジタルテクノロジーの進展

に伴いますます高まっている。デジタルセキュリティは、コンピュータシステムやネ

ットワーク、データの保護を確保し、機密性、完全性、可用性を守るための手段であ

る。主な要素は暗号化、アクセス制御、ファイアウォール、セキュリティポリシーな

どです。プライバシーは、個人情報や権利が尊重され保護される権利であり、個人情

報の保護やインフォームドコンセント、匿名化、データセキュリティがその実現に役

立つ。デジタルセキュリティとプライバシーは密接に関連しており、セキュリティが

確保されないとプライバシーが侵害されるリスクが高まる。個人情報の価値が高ま

り、サイバー攻撃の増加、規制の強化などにより、これらの保護はますます重要とな

っている。 

 

【内容】 

デジタルセキュリティとプライバシーは、現代社会において非常に重要な概念です。

デジタルテクノロジーの普及に伴い、個人や組織のデータがオンライン上で共有さ

れる機会が増え、その安全性とプライバシーの保護がますます重要となっている。 

以下では、デジタルセキュリティとプライバシーについて詳しく説明する。 

1.デジタルセキュリティ 

デジタルセキュリティは、コンピュータシステムやネットワーク、データを保護し、

機密性、完全性、可用性を確保するための取り組みである。主な要素や手法には以下

のようなものがある。 

暗号化:機密性を保護するための主要な手法の一つであり、データを特定のアルゴリ

ズムを用いて暗号化することで、第三者がデータを読み取ることを防ぐ。 

アクセス制御:データやシステムへのアクセスを制限し、権限のない者が情報にアク

セスできないようにする。これにはパスワードやバイオメトリクスなどの認証手法

が用いられる。 

ファイアウォール:ネットワークにおいて、外部からの不正なアクセスを防ぐための

セキュリティ機構。 

セキュリティポリシー:組織内でのセキュリティに関するルールやガイドラインを

定め、従業員やユーザーに遵守させることでセキュリティを強化する。 

2.プライバシー 

プライバシーは、個人情報や個人の権利が尊重され、保護される権利です。オンラ

イン上での情報の収集や利用において、プライバシーの保護が重要な課題となる。主

なプライバシー保護の手法には以下のようなものがある。 

個人情報の保護:個人が識別可能な情報 氏名、住所、電話番号など）を適切に保護

① デジタルセキュリティの一つ

である「暗号化」について説

明せよ。また、なぜ暗号化が

デジタルセキュリティにとっ

て重要なのか述べよ。 

② プライバシー保護の手法の一

つとして挙げられる「インフ

ォームドコンセント」とは何

か説明せよ。なぜインフォー

ムドコンセントがオンライン

上での情報の収集や利用にお

いて重要なのか説明せよ。 

③ デジタルセキュリティとプラ

イバシーの関係について説明

せよ。セキュリティの確保が

プライバシー保護にどのよう

に関連しているか具体的な例

を挙げて説明せよ。 
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し、不正な収集や使用を防止するための取り組み。 

インフォームドコンセント:ユーザーに情報の収集や利用に関する十分な情報を提

供し、その同意を得ることで、プライバシーを保護するための手法。 

匿名化:個人の識別を困難にするために、個人情報を匿名化する手法。これにより、

個人のプライバシーを保護しつつ、データの利用が可能となる。 

データセキュリティ:データが不正アクセスや漏洩から守られるように、適切なセキ

ュリティ対策を実施することで、プライバシーを保護する。 

3.デジタルセキュリティとプライバシーの関係 

デジタルセキュリティとプライバシーは密接に関連している。セキュリティが確

保されていないシステムやデータは、不正アクセスや攻撃のリスクが高まり、個人情

報やプライバシーが侵害される可能性がある。したがって、セキュリティ対策が十分

に実施されることで、プライバシーの保護が強化される。 

4.デジタルセキュリティとプライバシーの重要性 

デジタルセキュリティとプライバシーの重要性は、次のような理由から高まって

いる。 

個人情報の価値の増大:オンライン上での情報収集や利用が広がるにつれて、個人情

報の価値が増大している。クレジットカード情報や医療情報など、機密性の高い情報

がオンラインで扱われることが多くなっている。 

サイバー攻撃の増加:サイバー攻撃やデータ侵害のリスクが増加しているため、セキ

ュリティ対策やプライバシー保護がより重要となっている。 

規制の強化:GDPR（ 一般データ保護規則）や CCPA（ カリフォルニア州消費者プライ

バシー法）など、プライバシーに関する法律や規制が強化されている。組織はこれら

の規制に遵守するために、デジタルセキュリティとプライバシーの保護に取り組む

必要がある。 

デジタルセキュリティとプライバシーの保護は、個人や組織、社会全体の安全と信

頼性を確保するために欠かせない重要な取り組みである。技術の進化や法律の変化

に対応しつつ、常に最新のセキュリティ対策やプライバシー保護の手法を追求する

ことが必要である。 

 

・学校DXにおけるセキュリティとプライバシーの重要性 

・データ保護とセキュリティ対策の実践方法 

 

第10講 
教育 ICT のインフ

ラ整備 

① 教育 ICT のインフラ整備の目

的と重要性を説明できる。 

② 教育 ICT のネットワーク、ハ

ードウェア、ソフトウェア、セキ

ュリティ対策などの要素を説明

できる。 

③ 教育 ICT のインフラ整備が学

教育 ICT のインフラ整備は、デジタル技術を活用した学習環境を構築するための

重要な取り組みである。これには、ネットワーク、ハードウェア、ソフトウェア、セ

キュリティ対策などが含まれる。 

ネットワークインフラは、高速で安定したインターネット接続を提供し、教育活動

に必要な情報へのアクセスを円滑に行う。また、ハードウェアインフラは、コンピュ

ーターやタブレットなどのデバイスを整備し、学習や教育活動をサポートする。 

ソフトウェアインフラは、オンライン教育プラットフォームや学習管理システム

① 教育ICTのインフラ整備にお

いて、ネットワークインフラ

の重要性は何ですか？その要

素としてどのような点が挙げ

られますか？ 

② 教育ICTのハードウェアイン

フラ整備にはどのような要素
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習環境の向上や教育の効率化に

どのように貢献するかを説明で

きる。 

などのソフトウェアを提供し、教育プロセスを支援する。そして、セキュリティ対策

は、データやシステムを保護し、教育 ICT の安全性を確保する。 

これらの整備により、学習環境が向上し、教育の効率化や ICT リテラシーの育成

が促進される。技術の進化や教育の変化に合わせて、継続的な整備と改善が求められ

る。 

 

【内容】 

教育 ICT（ 情報通信技術）のインフラ整備は、教育現場においてデジタル技術を活

用した効果的な学習環境を整備する重要な取り組みである。 

ICT のインフラ整備には、ネットワーク、ハードウェア、ソフトウェア、セキュリ

ティ対策などが含まれる。以下では、教育 ICT のインフラ整備について詳しく説明

する。 

1.ネットワークインフラ 

教育 ICT のネットワークインフラ整備は、高速で安定したインターネット接続を

提供することが重要である。以下の要素が含まれる。 

高速・・安定したインターネット接続:生徒や教職員が円滑にオンライン教育プラット

フォームや教材にアクセスできるよう、高速かつ安定したインターネット環境を整

備する。 

ワイヤレスネットワーク:教室や校舎全体にワイヤレスネットワークを整備し、携帯

端末やタブレットなどのデバイスを活用した学習環境を提供する。 

ネットワークセキュリティ:不正アクセスや情報漏洩を防ぐためのセキュリティ対

策を実施し、ネットワークの安全性を確保する。 

2.ハードウェアインフラ 

教育 ICT のハードウェアインフラ整備では、生徒や教職員がデジタルテクノロジ

ーを活用した学習や教育活動を円滑に行うための機器を整備する。 

コンピューター:生徒や教職員が使用するデスクトップコンピューターやノートパ

ソコンを整備し、オンライン教育プラットフォームや教育アプリケーションを利用

する。 

タブレット:教室や移動中でも学習や教育活動が行えるよう、タブレット端末を整備

する。 

インタラクティブホワイトボード:教師が授業をより効果的に行うために、インタラ

クティブなホワイトボードを導入する。 

プリンター・スキャナー:教育資材や課題の印刷やスキャンを行うための機器を整備

する。 

3.ソフトウェアインフラ 

教育 ICT のソフトウェアインフラ整備では、教育プロセスを支援するソフトウェ

アやアプリケーションを提供する。 

オンライン教育プラットフォーム:生徒が教材にアクセスしたり、課題を提出したり

するためのプラットフォームを整備する。 

が含まれますか？それぞれの

要素がどのような役割を果た

していますか？ 

③ 教育ICTのインフラ整備が学

習環境や教育の効率化に与え

る影響について、具体的な例

を挙げて説明してください。 
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学習管理システム:生徒の進捗管理や成績管理を行うためのシステムを導入する。 

教育アプリケーション:数学や科学、言語などの教科ごとに特化した学習アプリケー

ションを提供し、生徒の学習をサポートする。 

4.セキュリティ対策 

教育 ICT のインフラ整備においては、セキュリティ対策も重要な要素である。 

データ保護:生徒や教職員の個人情報や機密情報を適切に保護し、情報漏洩や不正ア

クセスから守る。 

アンチウイルスソフトウェア:ウイルスやマルウェアからネットワークやデバイス

を保護するためのソフトウェアを導入する。 

セキュリティポリシーの策定:セキュリティポリシーやガイドラインを策定し、全て

の利用者がセキュリティ意識を高めるようにする。 

5.教育 ICT のインフラ整備の重要性 

教育 ICT のインフラ整備は、以下のような点で重要である。 

学習環境の向上:デジタルテクノロジーを活用した学習環境を整備することで、生徒

の学習効果やモチベーションの向上が期待される。 

教育の効率化:教師が教育資材や成績データを効率的に管理し、授業の準備や評価を

行うことができる。 

ICT リテラシーの育成:生徒がデジタル技術を活用し、情報を適切に利用するための

スキルを身に付けることができる。 

教育 ICT のインフラ整備は、現代の教育において欠かせない取り組みであり、生

徒の学習環境の向上や教育の効率化に大きく貢献する。技術の進化や教育のニーズ

に合わせて、継続的な整備と改善が求められる。 

 

・ネットワークインフラの構築と管理 

・教育 ICT 環境の整備と保守 

 

第11講 
デジタル教育の評

価と効果検証 

① デジタル教育の評価手法と効

果検証のプロセスを説明できる。 

② 教育プログラムや取り組みの

目標や効果を明確に定義し、それ

らを客観的に評価できる。 

③ 適切な評価指標や効果検証の

手法を選択し、デジタル教育の効

果を客観的に評価し、改善につな

げることについて具体例を挙げて

説明できる。 

デジタル教育の評価と効果検証は、デジタル技術を用いた教育の効果を客観的に

評価し、改善や効果の確認を行う重要なプロセスである。デジタル教育の評価では、

学習成果や効果、ユーザー満足度などを定量的 定性的に評価し、改善点を把握す

る。効果検証では、対照群研究や前後比較などの手法を用いて、デジタル教育の効果

を客観的に検証する。これにより、効果的な教育の実現や資源の最適化が図られる

が、適切な評価指標やデータ収集の難しさなどの課題も存在する。 

 

【内容】 

デジタル教育の評価と効果検証は、デジタル技術を活用した教育プログラムや取

り組みの効果を客観的に評価し、改善や効果の確認を行うための重要なプロセスで

ある。以下では、デジタル教育の評価と効果検証について詳しく説明する。 

1.デジタル教育の評価 

デジタル教育の評価は、教育プログラムや取り組みの目標や効果を明確に定義し、

① デジタル教育の評価において

重要な要素は何ですか？それ

らの要素を説明してくださ

い。 

② 効果検証のプロセスにはどの

ような手法やアプローチが利

用されますか？それぞれの手

法やアプローチについて説明

してください。 

③ デジタル教育の評価や効果検

証にはどのような課題があり

ますか？それらの課題に対処

するためにはどのようなアプ
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それらが達成されているかどうかを評価するプロセスである。評価の対象となる項

目には以下のようなものがある。 

学習成果:生徒の学習成果や知識習得の程度を評価する。これにはテスト、クイズ、

課題、プロジェクトなどが含まれる。 

学習効果:デジタル教材やツールが生徒の学習効果にどのような影響を与えている

かを評価する。生徒の理解度やスキルの向上などが評価される。 

ユーザー満足度:生徒や教師、保護者など関係者の満足度や意見を収集し、デジタル

教育の利用体験や効果について評価する。 

評価の方法としては、定量的なデータ収集（ テストのスコアなど）、定性的なデー

タ収集（ アンケート調査など）、観察、インタビューなどが用いられる。また、評価

結果を分析し、改善点や課題を把握し、教育プログラムの改善や効果の最大化を図

る。 

2.効果検証 

効果検証は、デジタル教育プログラムや取り組みの効果を客観的に検証し、それら

の効果が本当に生じているかどうかを確認するプロセスである。効果検証では、次の

ような手法やアプローチが用いられる。 

対照群研究:デジタル教育を受けたグループと受けていないグループを比較し、デジ

タル教育の効果を検証します。この際、同じ条件下での比較が重要である。 

前後比較:デジタル教育を受ける前と後で、生徒の学習成果やスキル、態度などを比

較し、デジタル教育の効果を検証する。 

長期的なフォローアップ:デジタル教育の効果が持続するかどうかを調査し、長期的

な効果を検証する。 

効果検証においては、信頼性の高いデータ収集方法や統計手法を用いて、客観的な

結果を得ることが重要である。また、検証結果を分析し、教育プログラムの改善や適

切な指導法の採用に活用する。 

3.重要性と課題 

デジタル教育の評価と効果検証は、以下のような理由から重要である。 

効果的な教育の実現:デジタル教育の効果を客観的に評価し、改善点を把握すること

で、より効果的な教育を実現する。 

資源の最適化・ 教育資源や時間を効果的に活用するために、デジタル教育の効果を検

証し、必要な対策を講じる。 

しかし、デジタル教育の評価と効果検証にはいくつかの課題も存在する。例えば、

適切な評価指標や測定方法の選択、データの収集や分析の複雑さ、結果の解釈の難し

さなどがある。また、効果検証には時間やコストがかかる場合もある。これらの課題

に対処するためには、適切な評価計画の策定や専門知識の活用が必要である。 

デジタル教育の評価と効果検証は、教育プログラムや取り組みの改善や効果の最

大化に不可欠なプロセスである。適切な評価手法や効果検証のアプローチを用いて、

デジタル教育の効果を客観的に評価し、より効果的な教育の実現に向けて努めるこ

とが重要である。 

ローチが有効ですか？ 
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・デジタル教育の評価指標と方法論 

・学校DXの効果検証と改善サイクル 

 

第12講 
イノベーションと

チェンジマネジメ

ント 

① イノベーションの概念と特徴

を説明できる。 

② チェンジマネジメントの重要

性と原則を説明できる。 

③ イノベーションとチェンジマ

ネジメントの関係を説明し、組

織や社会における変革を促進す

る方法を具体例を挙げて説明で

きる。 

イノベーションとチェンジマネジメントは、組織や社会における変革を促進し、成

功させるための重要な概念である。イノベーションは新しいアイデアや手法を創造

し、価値を創造するプロセスであり、創造性、リスク、変革の特性がある。一方、チ

ェンジマネジメントは組織や個人の変革を計画的に管理し、ビジョン設定、コミュニ

ケーション、関係者の参加と支援を含む要素がある。両者は組織や社会の成長と発展

に不可欠であり、文化の変革やリーダーシップの重要性、リスク管理が課題として挙

げられる。 

 

【内容】 

イノベーションとチェンジマネジメントは、組織や社会における変革を促進し、成

功させるための重要な概念である。以下では、イノベーションとチェンジマネジメン

トについて詳しく説明する。 

1.イノベーション 

イノベーションは、新しいアイデアや手法を創造し、それを実践に移すことによっ

て、価値を創造するプロセスである。イノベーションには以下のような特徴がある。 

創造性:新しいアイデアやアプローチを生み出すことが重要である。創造性を発揮す

ることで、新たな価値や競争力を生み出すことが可能となる。 

リスク:イノベーションにはリスクが伴う。新しいアイデアや手法が成功するかどう

かは不確実であり、失敗する可能性もある。しかし、そのリスクを取ることで、大き

な成果や利益を得ることもできる。 

変革:イノベーションは組織や社会の変革をもたらすことがある。新しい技術やビジ

ネスモデルの導入によって、従来のやり方や価値観が変化することがある。 

イノベーションは、製品やサービスの開発だけでなく、組織のプロセスや文化、社

会的な取り組みなど、さまざまなレベルで起こり得る。イノベーションの促進には、

リーダーシップ、創造性の育成、リスクの管理、市場のニーズの理解などが重要であ

る。 

2.チェンジマネジメント 

チェンジマネジメントは、組織や個人の変革を計画的に管理し、成功させるための

プロセスや手法のことである。組織がイノベーションや変革を実現する際には、チェ

ンジマネジメントの原則やツールが役立つ。チェンジマネジメントには以下のよう

な要素が含まれる。 

ビジョンと目標の設定:変革のビジョンや目標を明確にし、関係者に共有することが

重要である。ビジョンや目標が明確であれば、変革の方向性や意義を理解しやすくな

る。 

コミュニケーション:変革に関する情報を適切に伝え、関係者の理解や協力を得るた

① イノベーションの特徴として

正しいものはどれか。 

a)（既存のアイデアや手法を維持

することが主眼である。 

b)（リスクを避けることが最優先

される。 

c)（新しいアイデアや手法を創造

し、それを実践に移すことで

価値を創造する。 

d)（ビジョンや目標の設定が必要

ない。 

 

② チェンジマネジメントにおけ

るコミュニケーションの重要

性は何に関連しているか。 

a)（ビジョンと目標の設定 

b)（リスク管理 

c)（関係者の参加と支援 

d)（変革に関する情報の適切な伝

達と理解 

 

③ イノベーションとチェンジマ

ネジメントの関係について正

しい説明はどれか。 

a)（イノベーションは変革の原動

力であり、チェンジマネジメ

ントはそれを抑制する役割を

果たす。 

b)（イノベーションは変革を促進

するが、チェンジマネジメン

トは変革の管理や成功を図る

ための手法である。 

c)（イノベーションとチェンジマ

ネジメントは無関係であり、

異なる目的を持つ。 
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めのコミュニケーションが重要である。進捗状況や課題、成功事例などを定期的に共

有することで、変革への参加意欲を高めることができる。 

関係者の参加と支援:変革に影響を受ける関係者を適切に参加させ、変革の成功に向

けてサポートすることが重要である。関係者が変革に参加し、自らの役割や責任を理

解することで、変革の推進がスムーズに行われる。 

チェンジマネジメントは、変革プロセス全体を通じて組織の抵抗や課題を管理し、

変革の成功を確保するための重要な役割を果たす。また、変革の進行状況や結果を適

切にモニタリングし、必要に応じて調整や修正を行うことも重要である。 

3.イノベーションとチェンジマネジメントの関係 

イノベーションとチェンジマネジメントは密接に関連している。イノベーション

は変革の原動力であり、チェンジマネジメントはその変革を管理し、成功させるため

の手法である。イノベーションによって新しいアイデアや技術が生み出される一方

で、チェンジマネジメントはそれらのアイデアや技術を組織や社会に実装し、変革を

促進する。 

4.重要性と課題 

イノベーションとチェンジマネジメントは、組織や社会の持続的な成長と競争力

を確保するために不可欠な要素である。しかし、両者にはいくつかの課題が存在す

る。 

文化の変革:（新しいアイデアや手法を受け入れるためには、組織の文化や価値観の

変革が必要である。これには時間や労力がかかることがある。 

リーダーシップの重要性:変革の推進にはリーダーシップが不可欠である。リーダー

がビジョンを示し、関係者を巻き込み、変革の方向性を示すことが重要である。 

リスク管理:イノベーションや変革にはリスクが伴う。リスクを適切に評価し、管理

することが必要である。 

イノベーションとチェンジマネジメントは、組織や社会の成長と発展に不可欠な

要素であり、両者の適切な統合と活用が重要である。組織や社会が持続的な変革と成

長を実現するためには、イノベーションとチェンジマネジメントの両方に対する投

資と取り組みが必要である。 

 

・学校内のイノベーションプロセスと促進方法 

・変化管理と組織文化の変革戦略 

 

d)（イノベーションは変革の阻害

要因であり、チェンジマネジ

メントは変革の進行を妨げ

る。 

 

第13講 
プロジェクトマネ

ジメントとリーダ

ーシップ 

① プロジェクトマネジメントの

基本原則を説明できる。 

② リーダーシップの重要性を認

識し、チームを効果的に指導する

方法具体例を挙げて説明できる。 

③ プロジェクトマネジメントと

リーダーシップの関連性を理解

プロジェクトマネジメントとリーダーシップは、組織やチームにおける目標達成

と成果最大化を促進する重要な概念である。プロジェクトマネジメントは、特定の目

標達成のために計画的に実行されるプロセスや手法であり、目標の設定から実行、監

視、閉会までの段階を含む。一方、リーダーシップは、組織やチームを効果的に方向

付け、目標達成を支援する能力やプロセスを指す。プロジェクトマネジメントにおい

ては、リーダーシップの原則やスキルが重要であり、プロジェクトマネージャーがチ

ームを指導し、方向性を提供する。また、チームメンバーもリーダーシップのスキル

① プロジェクトマネジメントの

中で、どのようなステップが

計画の一部として含まれます

か？それぞれのステップの役

割は何ですか？ 

② リーダーシップにおけるビジ

ョンの提供はなぜ重要です
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し、組織やチームの目標達成に貢

献する能力を 3 つ挙げて説明でき

る。 

を持ち、協力してプロジェクトの成功に貢献する。両者には課題も存在し、コミュニ

ケーションやリソース管理、変更管理などが挙げられるが、適切なスキルやプロセス

の活用により、目標の達成や成果の最大化が実現される。 

 

【内容】 

プロジェクトマネジメントとリーダーシップは、組織やチームにおける目標の達

成や成果の最大化を促進するための重要な概念である。以下では、プロジェクトマネ

ジメントとリーダーシップについて詳しく説明する。 

1.プロジェクトマネジメント 

プロジェクトマネジメントは、特定の目標を達成するために計画的に実行される

プロセスや手法のことである。プロジェクトマネジメントには以下のような特徴が

ある。 

目標の設定:プロジェクトの目標やスコープを明確に定義し、達成すべき成果を明確

にする。 

計画:プロジェクトのスケジュール、リソース、タスクなどを計画し、実行に必要な

手順を策定する。 

実行:プロジェクトの計画を実行し、タスクの進捗状況やリソースの管理を行う。 

監視と制御:プロジェクトの進行状況を監視し、計画の変更や修正が必要な場合には

適切に制御する。 

閉会:プロジェクトが完了した際には、成果物の確認やフィードバックを行い、プロ

ジェクトを閉会する。 

プロジェクトマネジメントには、さまざまな手法やフレームワークが存在する。代

表的なものには、プロジェクトマネジメントのベストプラクティスを体系化したプ

ロジェクトマネジメントボディオブナレッジ（ PMBOK）や、アジャイル、ウォータ

ーフォールなどの手法がある。 

2.リーダーシップ 

リーダーシップは、組織やチームを効果的に方向付け、目標を達成するための能力

やプロセスのことです。リーダーシップには以下のような特徴がある。 

ビジョンと方向性の提供:リーダーは組織やチームにビジョンを示し、方向性を提供

する。これにより、メンバーは共通の目標に向かって行動することができる。 

影響力とモチベーションの醸成:リーダーはメンバーに影響を与え、モチベーション

を醸成することが重要である。これにより、メンバーは自己の能力を発揮し、最大限

のパフォーマンスを発揮することができる。 

コミュニケーションと協力:リーダーはメンバーとのコミュニケーションを円滑に

行い、協力関係を築くことが重要である。これにより、情報共有や意思決定がスムー

ズに行われ、チームの連携が強化される。 

問題解決と決断力:リーダーは問題や課題に対して適切に対処し、迅速かつ効果的な

決断を行うことが求められる。これにより、チームの進行を円滑にし、目標の達成を

支援する。 

か？リーダーがビジョンを提

供することで得られる利点は

何ですか？ 

③ プロジェクトマネジメントと

リーダーシップの関係はどの

ようなものですか？プロジェ

クトマネジメントにおけるリ

ーダーシップの役割は何です

か？ 
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リーダーシップにはさまざまなスタイルやアプローチがある。トランザクショナ

ルリーダーシップ、トランスフォーメーショナルリーダーシップ、サーバントリーダ

ーシップなどがその例である。 

3.プロジェクトマネジメントとリーダーシップの関係 

プロジェクトマネジメントとリーダーシップは密接に関連している。プロジェク

トマネジメントにおいては、リーダーシップの原則やスキルが重要な役割を果たす。

プロジェクトマネージャーはリーダーとして、プロジェクトチームを効果的に指導

し、目標の達成に向けて方向性を提供する。また、プロジェクトチームのメンバーも

リーダーシップのスキルを持ち、自己の役割や責任を果たしつつ、協力してプロジェ

クトの成功に貢献する。 

4.重要性と課題 

プロジェクトマネジメントとリーダーシップは、組織やチームにおける目標の達

成や成果の最大化に不可欠な要素である。しかし、両者にはいくつかの課題が存在す

る。 

コミュニケーション:プロジェクトマネジメントやリーダーシップにおいて、適切な

コミュニケーションが重要である。しかし、情報の不足や誤解、コミュニケーション

の障壁などが課題となることがある。 

リソース管理:プロジェクトマネジメントでは、リソースの効率的な管理が求められ

る。しかし、予算や時間の制約、人材の不足などがリソース管理の課題となることが

ある。 

変更管理:プロジェクトマネジメントでは、計画の変更や修正が必要な場合がある。

しかし、変更管理のプロセスや関係者の対応が適切でない場合、プロジェクトの進行

に支障をきたすことがある。 

プロジェクトマネジメントとリーダーシップの両方において、適切なスキルやプ

ロセスの活用が重要である。組織やチームが目標の達成や成果の最大化を実現する

ためには、プロジェクトマネジメントとリーダーシップの両方に対する投資と取り

組みが必要である。 

 

・学校DXプロジェクトの計画と実行 

・チームのリーダーシップとコラボレーション 

 

第14講 
デジタル教育の法

的規制と倫理 

① デジタル教育の法的規制につ

いて説明できる。 

② デジタル教育における倫理的

な問題を具体例を挙げて説明でき

る。 

③ デジタル教育の法的規制と倫

理に関する適切な対応策を具体例

を挙げて説明できる。 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育技術の進展と普及に伴いますます重要性

を増している。法的規制は、個人情報の保護、著作権、アクセシビリティなどの観点

から教育の安全性と公正性を確保する。倫理は、デジタル教育の使用や展開における

倫理的な原則や価値観に焦点を当てる。これらの法的規制と倫理は、データの保護、

アクセスの公平性、アルゴリズムの透明性などに関する問題に対処し、生徒や教師の

権利と尊厳を保護する。しかし、技術の追いつき、文化的な違い、監視と執行の課題

など、いくつかの課題が存在する。 

 

① デジタル教育における個人情

報の保護に関する法的規制は

何を目的としていますか？ま

た、その遵守によってどのよ

うな利点がもたらされると考

えられますか？ 

 

② デジタル教育の展開におい
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【内容】 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育技術の発展と普及に伴い、ますます重要性

を増している。デジタル教育の法的規制は、個人情報の保護や著作権、アクセシビリ

ティなどの観点から、教育の安全性と公正性を保護するための規制を指す。一方、倫

理は、デジタル教育の使用や展開における倫理的な原則や価値観に関連する問題に

焦点を当てる。以下では、デジタル教育の法的規制と倫理について詳しく説明する。 

1.法的規制 

デジタル教育の法的規制は、次のような側面に関連している。 

個人情報の保護:デジタル教育では、生徒や教師の個人情報がオンラインで取り扱わ

れることがある。個人情報保護法や一般データ保護規則（ GDPR）などの法律に準拠

して、個人情報の収集、保管、処理、共有が行われる必要がある。 

著作権:デジタル教育では、教材やコンテンツの使用が頻繁に行われる。著作権法に

基づいて、教育機関や教師は他者の著作物を適切に利用する義務がある。また、教育

目的での利用に関する例外規定やフェアユースなどの規定も適切に考慮する必要が

ある。 

アクセシビリティ:デジタル教育プラットフォームやコンテンツは、全ての生徒がア

クセスしやすくなければならない。障害者差別禁止法やウェブアクセシビリティ基

準（ WCAG）などの規制に従って、アクセシビリティの向上に取り組む必要がある。 

これらの法的規制は、デジタル教育の安全性と公正性を確保し、生徒や教師の権利

とプライバシーを保護するための重要な役割を果たしている。 

2.倫理 

デジタル教育の倫理に関する重要な考慮事項には以下が含まれる。 

データの利用とプライバシー:生徒や教師のデータを収集し、分析する際には、倫理

的な原則に基づいて行動する必要がある。生徒や教師のプライバシーを尊重し、デー

タの適切な管理と保護が求められる。 

デジタル格差:デジタル教育の普及によって、デジタル格差が拡大する可能性があ

る。倫理的な観点から、全ての生徒がデジタル教育にアクセスできるようにするため

の取り組みが必要である。 

アルゴリズムの公正性と透明性:デジタル教育では、アルゴリズムや機械学習が教育

の個別化や評価に使用されることがある。これらのアルゴリズムは公正かつ透明で

あるべきであり、偏りや差別のないように設計される必要がある。 

倫理的なデジタル教育の展開には、生徒や教師の権利と尊厳を尊重し、公平性と平

等性を確保するためのガイドラインや規範が必要である。 

3.重要性と課題 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育の安全性と公正性を確保するために不可

欠である。しかしながら、実際にはいくつかの課題が存在する。 

技術の追いつき:法的規制や倫理の基準を維持するためには、技術の進歩に追いつく

必要がある。新たな技術やプラットフォームの導入に伴う法的および倫理的な問題

に対処するための柔軟性が求められる。 

て、著作権法の適用はどのよ

うな重要な役割を果たすと考

えられますか？著作権法の遵

守が教育の公正性にどのよう

な影響を与えると考えられま

すか？ 

 

③ デジタル教育の倫理的な問題

の中で特に重要なものは何で

すか？なぜそれが重要であ

り、どのような影響を与える

可能性がありますか？ 
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文化的な違い:法的規制や倫理の基準は文化や国によって異なる場合がある。グロー

バルなデジタル教育の展開においては、地域の法律や文化的な違いを考慮する必要

がある。 

監視と執行:法的規制や倫理の基準の順守を監視し、違反に対して執行するための仕

組みが重要である。しかし、監視や執行の課題が存在し、適切な対応が必要である。 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育の質と安全性を確保するために不可欠な

要素である。これらの規制と原則は、教育技術の発展と普及を支援し、生徒や教師の

権利と尊厳を守るための重要な枠組みを提供する。 

 

・デジタル教育に関する法的規制とコンプライアンス 

・デジタル教育の倫理的な問題と対処方法 

 

第15講 
学校 DX 戦略の策

定と展望 

① ビジョンと目標を明確に設定

説明できる。 

② 個別化と柔軟性を促進するた

めのデジタル技術の活用方法を説

明できる。 

③ デジタル格差を解消するため

の施策について具体例を挙げて説

明できる 

学校 DX 戦略の策定では、教育機関がデジタル技術を活用して教育プロセスを改

革し、教育の質を向上させるための計画を立案する。これには、現状の分析、ビジョ

ンと目標の設定、具体的な戦略の策定、組織文化の変革、リソースの適切な配分が含

まれる。一方、学校DX戦略の展望では、教育機関が将来の教育環境で果たす役割や

変革を見据える。個別化と柔軟性の向上、グローバル化と協業、データ駆動の教育、

生涯学習の推進がその展望である。ただし、デジタル格差の解消、プライバシーとセ

キュリティの保護、教育の質の維持などの課題も存在し、それに対する取り組みが求

められる。 

 

【内容】 

学校DX（ デジタルトランスフォーメーション）戦略の策定と展望について、以下

のように解説する。 

1.学校 DX戦略の策定 

学校 DX 戦略の策定は、教育機関がデジタル技術を活用して教育プロセスや学習

体験を革新し、教育の質を向上させるための計画と方針の立案を指す。 

現状分析:学校DX戦略の策定には、まず現状の分析が必要である。教育機関の現状

や課題、教育技術の利用状況やニーズを評価し、DXの導入がもたらす可能性を把握

する。 

ビジョンと目標の設定:次に、教育機関のビジョンや目標を明確にし、DX がどのよ

うにこれらの目標を達成するかを定義する。例えば、教育の個別化、アクセシビリテ

ィの向上、教育効果の最大化などが挙げられる。 

戦略の策定:ビジョンや目標に基づいて、具体的な戦略や取り組みを策定する。教材

のデジタル化、オンライン学習プラットフォームの導入、教育データの活用など、

様々な施策が含まれる。 

組織文化の変革:DX の成功には、組織文化の変革が不可欠である。従来の教育文化

や慣習に挑戦し、デジタル化への意識改革を促進する取り組みが必要である。 

リソースの配分:教育機関は、人材、予算、技術的なリソースなどを適切に配分し、

① 学校 DX 戦略の策定におい

て、なぜ現状分析が重要なの

でしょうか？具体的な例を挙

げて説明してください。 

② 学校 DX 戦略の展望におい

て、デジタル技術を活用した

教育の個別化がなぜ重要なの

か説明してください。また、

個別化がもたらす具体的な利

点は何ですか？ 

③ 学校 DX 戦略の課題として挙

げられている（「デジタル格差」

とは何ですか？その解消策を

2 つ挙げて説明してくださ

い。 
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DX戦略の実施を支援する必要がある。 

2.学校 DX戦略の展望 

学校 DX 戦略の展望は、教育機関が将来の教育環境においてどのような役割を果

たし、どのような変革を実現するかを見据えることを指す。 

個別化と柔軟性:学校DXの展望の 1つは、教育の個別化と柔軟性の向上である。デ

ジタル技術を活用することで、生徒の個々のニーズや学習スタイルに合わせた教育

が実現し、学習効果が最大化される。 

グローバル化と協業:学校DXは、教育機関がグローバルな教育コミュニティと連携

し、国際的な学習体験や協業を促進する機会を提供する。オンライン学習プラットフ

ォームや国際交流プログラムなどがその一例である。 

データ駆動の教育:学校DXの展望には、データ駆動の教育が重要な役割を果たす。

教育データの収集、分析、活用によって、教育効果の評価や学習プロセスの最適化が

可能となる。 

生涯学習の推進:学校DXは、生涯学習の推進に貢献する。デジタル技術を活用した

オンラインコースや自己学習プラットフォームを通じて、生徒や教職員が自己成長

やスキルの継続的な向上を支援する。 

3.課題と対応策 

一方で、学校 DX 戦略の展望にはいくつかの課題が存在する。それに対する対応

策として、以下のような取り組みが考えられる。 

デジタル格差の解消:生徒や教職員のデジタルリテラシーの向上や、デジタル機器の

普及促進などによって、デジタル格差を解消する取り組みが必要である。 

プライバシーとセキュリティの保護:教育機関は、生徒や教職員の個人情報を保護す

るためのセキュリティ対策や、データの安全な管理に取り組む必要がある。 

教育の質の保持:DX の導入に伴い、教育の質や効果が低下する可能性がある。教育

機関は、デジタル技術を適切に活用し、教育の質を維持するための努力が求められ

る。 

学校 DX 戦略の策定と展望は、教育機関がデジタル化の波に乗り、教育の未来を

より良い方向に導くための重要なプロセスである。これらの取り組みは、生徒や教職

員の成長と発展を支援し、社会全体の教育水準の向上に貢献する。 

 

・学校DX戦略の立案と実行プランの作成 

・未来の学校DXの展望と挑戦 

 

 


